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農林水産分野の自然資本の取組

事例報告

遊休荒廃地を活用した椀子（マリコ）ヴィンヤー
ドぶどう畑における生態系調査・植生再生

キリン株式会社執行役員CSV戦略部長  林田  昌也 氏

キリンCSV戦略部の林田と申します。

われわれは、遊休荒廃地（遊休になった農作地）を活用してヴィンヤードを展開しています。それをテーマにしながら、キ

リングループが経営の中で標榜しているCSVのスコープとからめてお話し申し上げたいと思います。

キリングループはもちろん日本の会社です。海外にも事業を展開しておりますが、今日は主に日本のお話です。キリン

ビールは、ビール、酎ハイ類、キリンビバレッジは清涼飲料類、それからメルシャンもキリングループですがワインをつくっ

ております。今日はメルシャンのワインを主役に話をさせていただきます。

CSV（Creating Shared Value）は、社会課題の取り組みによる社会的な価値の創造、あるいは問題の解決と企業の成長

を両立させていくという考え方です。どこの会社にも理念があると思いますが、われわれの長期ビジョンは、活動の領域を

決めたうえで、事業を通じて社会課題に向き合い、お客さまを理解して新しい価値を創造することで社会とともに持続的に

成長する。もちろんSDGsが世に出る前にこのフレーズを決めたわけですが、そういった概念が埋め込まれています。

これがグループの持続的成長のための経営諸課題（グループ・マテリアリティ・マトリックス）です。さまざまな課題が

ある中ですが、われわれの事業に近いことも含めて、「健康」「地域

社会への貢献」「環境」という３つの社会課題を特に重点として取

り組もうというふうに経営の中の議論で進めております。この課

題についてはもちろんSDGsとの関係もしっかりと紐づけてい

ます。

単にここを取り組みましょうという話では面白くありませんの

で、実際にサンプルを載せております。16個のコミットメントの

テーマについてアプローチをして、KPIを持つと規定しています。

ただ、KPIも定量化できているものもありますが、正直言ってこ

れから考えるものもあります。こういうフレームをつくってから

どんどんコミットメントしていくことが大事だと思いまして、ま 出所：登壇者講演資料
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ずはそういう段階にあるということを申し上げたいと思います。

今日の主題の環境でございます。われわれの商品は、水資源と

麦・ホップ・ブドウ等の生物資源で製品をつくって容器包装に

詰めてお客さまにお届けする。そのすべての工程でCO2 が発生す

る。すごくシンプルに言うとこういうことになります。この４つ

のテーマについて2050年までにキリングループの長期ビジョ

ンとして、資源循環100％の社会、あるいはそのベースとしてわ

れわれは持続可能な企業になると宣言させていただいておりま

す。

加えて、先ほどのコミットメントの環境部分を抜き出しており

ます。キリンは日本の農地における生物多様性の確保と、地域社

会への貢献に対してコミットをしております。今日は、そういっ

た原料の生産地の経済的な活性化、あるいは遊休農地を使用して

いくという地域面から見たアクションについてもお話しします。

SDGsの17番ではありませんが、さまざまなことがリンク

して、ひとつのアクションでもいくつかの課題解決につながる。

その逆もありますが、そういったことなのかなと思います。この

ページは環境として抜き出しております。

生物資源についてお話しします。われわれの３つの代表的な製

品カテゴリーであるビール、ワイン、そして午後の紅茶に代表さ

れるボトル入り紅茶は、それぞれホップ、ブドウ、紅茶葉という

原料がなくては製品ができません。人と自然が共生する生態系の保全という視点と、われわれの最も重要な原料が高品質な

形で安定的に確保できるという両方の視点から行動計画を定めて取り組んでいます。

長野県上田市の椀子（マリコ）というエリアにヴィンヤード、いわゆるブドウ畑をつくっております。かつてはクワが盛

んでクワ畑でしたが、それが廃れて遊休荒廃地になっていた所に、われわれが今20haほどのブドウ畑をつくっています。
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その分をシャトー・メルシャン（キリンのフラッグシップブランド）という日本ワインに使っていきます。まだ量は少ない

のですが、シャトー・メルシャン・シリーズはさまざまな国内外のアワード等で大変良い評価をいただいているので、もっ

とつくりたいと思っています。今は本当にブドウ畑があるだけですが、来年ようやくワイナリーを新設する予定です。

シャトー・メルシャンの事業はわれわれのワイン事業の中核のひとつです。日本ワインが世界で評価を得ていますし、事

業的には日本ワインのリードをシャトー・メルシャンで取っていきたい。そのベースとして高品質なブドウをまだまだ足

りないのでつくっていきたいということがわれわれのメリット、バリューになります。

一方で、遊休荒廃地が生産地に変わっていくことは、数人ではありますが現地の方を雇用したヴィンヤードを運営してい

ること、それに伴って、もちろんわれわれ自身も良いブドウを安定的につくりたいので農家支援も一緒にさせていただくこ

と。これが社会課題に対するバリューと考えております。それが両方相まっているところがこの椀子（マリコ）ヴィンヤー

ドになるという位置づけです。

2014年から農研機構・農業環境変動研究センターと共同でブ

ドウ畑の生態系調査を実施し、絶滅危惧種の昆虫や植生が多数発

見されました。もちろん生態系保全だけを目的にブドウ栽培を始

めたわけではありませんが、いろんな環境を考えていく中で、こ

ういったこともスコープの中に入れて、今後はより積極的にこの

部分も重要視して取り組んでいこうと考えています。

ブドウと聞くと棚栽培を皆さん想像されると思いますが、われ

われは垣根栽培、普通に縦に立っていくというものにチャレンジ

しています。そういった畑には下草が生まれます。そこが極めて

良質な草原になる。農研機構との共同研究で、適切に管理された

草原が、レッドデータとか準レッドデータに載っているような絶

滅危惧種の昆虫や植物をとても助けてくれることが分かってきま

したので、ここもしっかり人の手、われわれの産業の手を入れな

がら良い草原を維持していくことを考えております。

2016年からは秋に従業員が実際にそこへボランティアとし

て行き、絶滅危惧種のいた場所の枯草を畑の中の別の保護場所に

もっていって根付くことを期待し、全体的に危惧種をもっと増や

していこうという活動をしています。私も参加しております。

以上が今日のメーンのお話ですが、そのほかにスリランカの午

後の紅茶の原料になる茶園に対するレインフォレスト・アライア

ンス認証取得のためのトレーニングの支援や、ホップの安定供給

を目指して国産ホップをつくっていただいている岩手県遠野市の活性化とあわせて、絶滅危惧種等の生き物の保全、あるい

は子供たちを招いた観察会も行っております。

FSCの認証についても取り組んでいます。われわれが使う容器はカン・ビンが多いのですが、紙もたくさん使っており

ますので、2020年までに事務用紙から製品に使う容器包装まですべての紙をFSC認証紙にしていくことを昨年コミット

して、今進めているところです。
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後のページです。社会課題を解決していくことがサステナビリ

ティにつながるというのはもちろん大事であり、それをスコープ

に入れているわけですが、われわれとしては事業とシェアードバ

リューである必要があると考えています。

最後にマーケティングのページをつけましたが、これは全然別

のところにあるわけではありません。お客さまの商品ニーズをと

らえるという側面では、以前は製品のハード面やデザイン面が重

視されていましたが、今は一般のお客さまが若い方を中心に、そ

れがどういう社会的な価値を持つのか、いかに環境的な負荷が少

ないのかという社会性を考えて活動している企業を選んでいま

す。これが実にマーケティング的な意味合いがあると思います。社会課題と個人とニーズと課題が別のところにあるわけで

はない。発想の根っこは一緒ではないのかなと考えます。こういったスコープを通じて社会課題の解決をしながらわれわれ

のブランド価値や製品価値も上げていきたいというのがCSVの考え方であり、キリンの活動でございます。

私からは以上です。ありがとうございました。
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